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１．概要（注：結論を含めて下さい）  

陶磁器の上絵付には、糊として膠やふのり等の有機物が用いられる。本研究では、焼

成に伴う糊と上絵具との化学反応を解明するため、絵具に含まれる鉛の変化を XANES

により測定した。その結果、焼成前後においてスペクトルに差異が確認され、価数変化

を伴う化学反応を生じたと推定される。  

 

（English）  

Organic materials such as Nikawa and Funori are used as glues for overglaze painting of 

ceramics. In this study, elucidate the chemical reaction between the glue and the overglaze 

enamels during calcination, the changes in lead contained in the overglaze enamels were 

measured by XANES. As a result, differences were observed in the spectra before and after 

calcination, suggesting that a chemical reaction with a change in valence occurred.  

 

 

 

２．背景と目的  

陶磁器の製作には、糊として膠やふのり等の有機物が用いられる。本研究では、これまでに、異な

る糊を用いて絵付した上絵を模した試料において、焼成後の上絵層の成分に差異が発現することを明

らかにした 1)。本研究では、用いた糊による絵具成分の化学変化の詳細を明らかにすることを目的と

し、XAFS の利用を試みる。今回、トライアル利用により、測定条件の検討、ならびに焼成に伴う鉛

の価数変化に注目した XANES 測定を行った。 

 

３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）  

図１に実験フローの概要を示した。糊としてゼラチンおよびふのり、上絵具のモデルとして主原材

料である白玉（カリ鉛ガラス製）を用いた。白玉へ糊の水溶液を混合し、乾燥後、電気炉により焼成

した。焼成品は、メノウ乳鉢で粉砕後、窒化ホウ素と混合して錠剤とし、Pb LⅢのXANES測定を行っ

た。 
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図１ 実験フロー概要 

 

 

４．実験結果と考察  
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図２ XANES スペクトル（Pb LⅢ） 

凡例 白玉：焼成前試料、ゼラチン・ふのり：白玉に糊を混合し、800℃で焼成した試料 

 

 

測定条件探索のため、上絵具モデルとして、発色に寄与する金属酸化物である顔料を含まない白玉

を用いた。上絵具は、焼成により熔解し、冷却後は塊状となるため、XAFS 測定のためには、不純物

の混入を防ぎつつ十分に粉砕する必要があり、本実験における懸念事項の一つであった。今回は、測

定に影響する不純物混入の可能性が低いメノウ乳鉢により粉砕した試料について、透過法、ステップ

スキャンにより XANES測定を行った。 

図 2 に焼成前の白玉、白玉に糊を混合し、800℃で焼成した試料の PbⅢの XANES 測定結果を示し

た。焼成前の白玉と比較し、糊を混合して焼成した試料において、吸収端の低エネルギー側へのシフ

トが確認された。白玉に含まれる鉛化合物が、焼成により価数変化を伴う化学反応を生じたとみられ

る。生成物を推定するため、Pb、PbO、Pb2O3 のスペクトルと比較したものの一致せず、同定まで至

らなかった。化学変化の解明には、他の化合物との比較が必要である。 

 今回の測定では、XAFS 測定試料を作製するにあたり、特に試料の十分な粉砕が可能か懸念された

ものの、良好な XANES測定結果を得られた。 

 

 

５．今後の課題  

 今回、含有成分を単純化した上絵のモデル試料を用いた結果、適正な XAFS 測定試料作製法を見出

せ、XANES 測定が可能となった。今後、上絵の詳細な化学変化を解明するため、EXAFS 領域の測定

や、顔料を含有した実際の上絵具を用いた測定を進める。 
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